




















































































































































































































































































































































気 賀 1,330 501 499 －2
下 村 331 60 40 －20
中 川 640 185 151 －34
金 指 220 75 53 －22
都 田 567 182 217 ＋35
瀧 澤 174 75 50 －25
麁 玉 912 200 150 －50
大 平 88 40 33 －17
渋 川 307 90 88 －2
田 澤 291 100 100 0
久留女木 68 15 15 0
伊 平 356 145 118 －27
川 名 150 20 45 ＋25
井 伊 谷 556 160 256 ＋96
奥 山 573 207 252 ＋45
東 浜 名 916 260 180 －80
三 ケ 日 1,715 395 356 －39



























学校名 尋３以上児童数 ３割 購読部数 不足数
下 村 220 66 53 13
瀧 澤 118 35 30 ５
麁 玉 658 197 150 47
大 平 59 18 17 １
渋 川 227 68 26 42
伊 平 270 81 68 13
川 名 107 32 18 14
東 浜 名 660 198 115 83
三 ケ 日 1,232 369 222 147
（『引佐文園』第59号より筆者作成）





















































































































































































































































56 早稲田教育評論　第 31 巻第１号
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45　吉野栄藏（1880－1962年）吉野は歌人としても活動していたようである。『引佐町史　下巻』（引
佐町、1993年）535頁。
46　『引佐文園』第66号（引佐郡教育会、1928年）47頁。
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64　同上、35-39頁。
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